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2020年（令和２年）5月　王寺町議会だより　第133号

　
「
非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
損
害
賠
償
の
基
準
を
定

め
る
政
令
」の
一
部
改
正（
令

和
２
年
３
月
27
日
公
布
、
令

和
２
年
４
月
１
日
施
行
）
に

伴
い
、
損
害
補
償
の
算
定
基

礎
額
及
び
法
定
利
率
を
改

正
。

【
施
行
日
】

令
和
２
年
４
月
１
日

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
、
５
０
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
23
億
２
千
８

０
０
万
円
と
す
る
も
の
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
す
る
な
ど
し
た
被
用

者
へ
の
傷
病
手
当
金
支
給
経

費
を
計
上
。

　

令
和
元
年
６
月
14
日
に

議
会
議
決
し
、
大
日
本
土
木

㈱
奈
良
営
業
所
と
締
結
さ

れ
た
契
約
に
つ
い
て
、
２
回

目
の
変
更
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
想
定
外
の
多
く
の
転

石
及
び
巨
大
転
石
が
発
生
し

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
破
砕

処
理
、
処
理
量
が
確
定
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
契
約
額
を
変

更
。
１
回
目
の
変
更
契
約
額

に
１
千
８
２
０
万
５
千
円
を

増
額
し
、
２
回
目
の
変
更
契

約
額
を
４
億
３
千
２
３
９
万

９
千
円
と
し
、
工
期
を
令
和

２
年
７
月
31
日
ま
で
に
変

更
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
す
る
な
ど
し
た

被
用
者
が
労
務
に
服
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
期
間
の
う
ち

労
務
に
就
く
こ
と
を
予
定
し

て
い
た
日
に
つ
い
て
支
給
要

件
等
を
定
め
傷
病
手
当
金
を

専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
王
寺
町
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
）

【
承
認
】

令
和
２
年
度
王
寺
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

【
仮
称
】
王
寺
義
務
教

育
学
校
（
北
）
一
次
造

成
工
事
請
負
契
約
の
変

更（
２
回
目
）に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

王
寺
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

　

本
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
中
川
で
ご
ざ

い
ま
す
。「
暮
ら
し
満
足
度
」

を
さ
ら
に
高
め
る
生
活
空

間
の
実
現
に
向
け
、
町
民

皆
様
の
負
託
に
応
え
る
議

決
機
関
と
し
て
、
全
力
を

尽
く
す
と
と
も
に
、「
議
会

の
見
え
る
化
」
を
図
り
、
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
沖
で

ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
副
議

長
と
し
て
責
務
の
重
大
さ

を
認
識
し
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
中
川
議
長
の

も
と
、
町
政
の
さ
ら
な
る

発
展
と
円
滑
な
議
会
運
営

に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議
　
長
　
中
川 

義
弘

副
議
長
　
　

沖 
優
子

・
議
長
、
副
議
長
の
選
挙

・
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
委
員
な
ど
の
選
任
・
選
出

・
専
決
処
分
事
項
の
報
告（
１
件
）

・
補
正
予
算（
２
件
）

・
条
例
改
正（
１
件
）

・
契
約
変
更（
１
件
）

常任委員会・議会運営委員などを選任・選出

総務文教常任委員会

くらし環境常任委員会

議会運営委員会
委員長　北村　達夫
副委員長　幡野　美智子
委　員　玉守　数叔
委　員　若林　かずみ
委　員　坂下　早苗
委　員　鎌倉　文枝
監査
委　員　鎌倉　文枝
静香苑環境施設組合議会
議　員　中川　義弘
議　員　小山　郁子
消防委員会
委　員　若林　かずみ
委　員　坂下　早苗
委　員　大久保　一敏
委　員　松岡　まさゆき
委　員　幡野　美智子

国民健康保険事業の運営
に関する協議会
委　員　坂下　早苗
委　員　小山　郁子
委　員　大久保　一敏
委　員　松岡　まさゆき
都市計画審議会
委　員　若林　かずみ
委　員　北村　達夫
委　員　楠本　勝
委　員　幡野　美智子
香芝・王寺環境施設組合議会
議　員　中川　義弘
議　員　北村　達夫
議　員　鎌倉　文枝
議　員　幡野　美智子
空家等対策協議会
委　員　小山　郁子

滞納考査委員会
委員長　幡野　美智子
委　員　坂下　早苗
委　員　大久保　一敏
委　員　松岡　まさゆき
委　員　楠本　勝
議会広報編集委員会
委員長　沖　優子
委　員　玉守　数叔
委　員　若林　かずみ
委　員　坂下　早苗
委　員　北村　達夫
委　員　小山　郁子
スポーツ推進協議会
委　員　玉守　数叔
町営住宅入居者選考委員会
委　員　小山　郁子
委　員　松岡　まさゆき

地域ぐるみ児童生徒
健全育成推進協議会
委　員　鎌倉　文枝
委　員　楠本　勝
人権推進協議会
委　員　大久保　一敏
委　員　楠本　勝
社会福祉協議会
評議員　沖　優子
社会教育委員兼公民館
運営審議会
委　員　沖　優子
委　員　若林　かずみ
総合計画審議会
委　員　中川　義弘
委　員　北村　達夫

委
員

幡
野 

美
智
子

委
員

鎌
倉 

文
枝

委
員
長

北
村 

達
夫

委
員

松
岡
ま
さ
ゆ
き

副
委
員
長

若
林 

か
ず
み

委
員

玉
守 

数
叔

第2回
臨時会

〔4 月17 日〕

委
員

沖
　
優
子

委
員

大
久
保 

一
敏

副
委
員
長

坂
下 

早
苗

委
員
長

小
山 

郁
子

委
員

楠
本
　
勝

議　　案　　名 結　　果

（報第 2号）	 専決処分事項の報告（王寺町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について） 承　　認

（議第 26 号）	 令和２年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

（議第 27 号）	 王寺町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

【仮称】王寺義務教育学校（北）の児童生徒数は千人を超える。
きめ細やかな教育ができるのか。又、新型コロナの収束が見
えない中、児童生徒の命と健康を守る為、３密は避けるべき。

新型コロナウイルスの収束が見えない現在、かつてない経
済悪化が予測される中、地方自治体としての財政支出のあ
り方の見直しが必要。

『教育のまち王寺』の実現に向け、令和４年４月の義務教育学
校開校を目指し、議会の同意を得ながら事業を着実に進めら
れている。当該変更契約は欠くことのできないものである。

【仮称】王寺義務教育学校（北）の一次造成工事において
発生した転石を破砕し排水材に再利用するなど、経費削減
がなされ、財源についても有利な起債を活用されている。

小山　郁子 議員小山　郁子 議員

北村　達夫 議員鎌倉　文枝 議員

反対討論反対討論

賛成討論賛成討論

【仮称】王寺義務教育学校（北）一次造成工事請負
契約の変更（２回目）について王寺町一般会計補正予算（第１号）について

議決結果

議決結果

全会一致の議案

起立採決の議案

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
、
２
千
５
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
１
２
６

億
６
千
７
０
０
万
円
と
す
る

も
の
。
義
務
教
育
学
校（
北
）

一
次
造
成
工
事
で
想
定
外
の

多
く
の
転
石
及
び
巨
大
転
石

が
発
生
。
こ
れ
ら
を
再
利
用

す
る
た
め
、
転
石
破
砕
工
等

令
和
２
年
度
王
寺
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

支
給
で
き
る
よ
う
改
正
。

【
施
行
日
】
公
布
の
日

（
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

適
用
）

を
一
次
造
成
工
事
と
切
り
離

し
、
付
帯
工
事
と
し
て
実
施

す
る
経
費
を
計
上
。

議
会
議
長
・
副
議
長
の
再
選

議　　案　　名 結　果

玉
守 

数
叔

若
林 

か
ず
み

坂
下 

早
苗

北
村 

達
夫

小
山 

郁
子

大
久
保 

一
敏

沖 

優

子

松
岡
ま
さ
ゆ
き

鎌
倉 

文
枝

楠

本 

勝

幡
野 

美
智
子

（議第 25 号）王寺町一般会計補正予算（第 1号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

（議第 28 号）【仮称】王寺義務教育学校（北）一次造成
工事請負契約の変更（2 回目）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない。）
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2020年（令和２年）5月　王寺町議会だより　第133号 本会議トピックス

【令和２年　第１回（３月）定例会】
会　期　令和２年３月４日～１３日（10 日間）

当初予算審特別委員会の設置及び委員の選任（各１件）・当初予算（６件）・
補正予算（６件）・条例改正（５件）・条例廃止（２件）・道路線の認定（１件）・
土地の取得（１件）・意見書（１件）　　　　　　　　　　　　　　計２４件

　

令
和
２
年
度
の
各
会
計

当
初
予
算
を
審
査
す
る
た

め
に
設
置
。
委
員
は
議
長

を
除
く
全
議
員
を
選
任
。

　

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

精
神
障
害
者
も
身
体
障
害

者
及
び
知
的
障
害
者
と
同

等
に
交
通
運
賃
割
引
制
度

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

〈
４
案
件
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

●
王
寺
町
監
査
委
員
に
関

す
る
条
例
及
び
王
寺
町

水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
職
員
の
服
務
の

宣
誓
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
奨
学
基
金
条
例

及
び
王
寺
町
奨
学
資
金

貸
付
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

〈
９
案
件
〉

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

豪
雨
時
の
内
水
氾
濫
を

防
ぐ
た
め
、「
奈
良
県
平
成

緊
急
内
水
対
策
事
業
」
と

し
て
、
葛
下
３
丁
目
地
内
に

貯
水
池
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
平
時
は
泉
の
広
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
代
替
施
設
と

し
て
も
使
用
で
き
る
公
園
を

整
備
し
、
こ
れ
に
必
要
な
用

地
を
確
保
す
る
た
め
、
地
権

〇
認
定
路
線

御
園
16
号
線

（
延
長 

63
・
８
ｍ
）

〇
場
所

（
起
点
）
久
度
５
丁
目

３
１
０
１
︱
３
番
地
先

（
終
点
）
久
度
５
丁
目

３
０
９
５
︱
10
番
地
先

【
義
務
教
育
学
校
の
設
置
検

討
調
査
研
究
特
別
委
員
会
】

（
第
５
回
委
員
会
）

　

３
月
11
日
に
開
催
し
、
担

当
者
か
ら
各
Ｐ
Ｔ
の
進
捗

状
況
の
説
明
を
受
け
る
。

教
育
課
程
Ｐ
Ｔ

●
「
学
び
の
道
し
る
べ
」（
学

校
教
育
目
標
や
育
て
た
い

子
ど
も
像
な
ど
、
義
務
教

育
学
校
の
全
体
像
を
よ
り

具
体
化
し
た
資
料
）
の
中

で
、
学
校
教
育
目
標
と
し

て
『
学
び
続
け
て
未
来
を

拓
く
～
自
律
・
挑
戦
・
協

創
～
』
を
掲
げ
ら
れ
、
今

後
、
保
護
者
等
へ
説
明
を

さ
れ
、
義
務
教
育
学
校
の

教
育
内
容
や
魅
力
を
広

く
発
信
さ
れ
る
。

●
各
教
科
等
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
案
）
に
つ
い
て
は
、
６
教

科（
国
語
、
社
会
、
算
数・

数
学
、
理
科
、
外
国
語
、

生
活
）
に
お
け
る
９
年
間

本
定
例
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し
て
、
議

員
並
び
に
理
事
者
は
全

員
マ
ス
ク
着
用
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
町
長
に

よ
る
施
政
方
針
を
は
じ

め
、
各
種
行
政
報
告
等

に
つ
い
て
は
、
原
稿
配

布
と
す
る
こ
と
で
、
会

議
時
間
の
短
縮
に
努
め

ま
し
た
。

令
和
２
年
度
王
寺
町

当
初
予
算
審
査
特
別

委
員
会
の
設
置
・
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

精
神
障
が
い
者
へ
の
交
通

運
賃
割
引
制
度
の
適
用
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

王
寺
町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

3月
定例会

本
会
議（
３
月
４
日
）

閉
会
中
の
報
告

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

（
第
６
回
委
員
会
）

　

１
月
23
日
に
開
催
し
、

「
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
の
導
入
」
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

（
９
月
議
会
）
か
ら
の
導
入

に
向
け
協
議
。
費
用
面
に

つ
い
て
は
、
精
査
し
、
令

和
２
年
度
当
初
予
算
に
計

上
予
定
。

本
会
議（
３
月
13
日
）

会
期
中
の
報
告

委
員
会
付
託
案
件

特
別
委
員
会
設
置

道
路
線
の
認
定

土
地
の
取
得

者
13
名
か
ら
土
地
を
買
い

入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

予
定
価
格
が
７
百
万
円

以
上
、
か
つ
、
取
得
す
る
土

地
の
面
積
が
５
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら

議
会
議
決
し
た
も
の
。

【
取
得
土
地
の
概
要
】

〇
所
在
地
・
地
目

葛
下
３
丁
目
地
内
の

土
地
（
田
）
17
筆

〇
面
積

　

合
計 

１
２
，
６
６
９
平

方
メ
ー
ト
ル

〇
取
得
価
格

１
億
１
千
９
４
８
万

２
千
６
５
０
円

〇
相
手
方

　

個
人
13
名

意

見

書

補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

●
王
寺
町
附
属
機
関
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
王
寺
町
営
住
宅
管
理
条

例
及
び
王
寺
町
再
開
発

住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
王
寺
町
墓
地
取
得
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

【
令
和
２
年
度
当
初
予
算
審
査

特
別
委
員
会
】

〈
６
案
件
〉

●
一
般
会
計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

●
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
●
水
道
事
業
会
計
予
算

の
適
用
対
象
と
す
る
よ
う

公
共
交
通
運
輸
事
業
等
に

更
な
る
働
き
か
け
を
要
望
。

（
詳
細
は
、
Ｐ
７
に
掲
載
）

一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
案
）
の
説
明
を
受
け
る
。

こ
の
系
統
的
・
計
画
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
小
中
学

校
の
教
職
員
が
連
携
を
密

に
し
や
す
い
環
境
の
強
み

を
生
か
し
な
が
ら
、
丁
寧

な
学
習
を
行
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
理
解
が
よ

り
深
ま
る
と
の
こ
と
。
こ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
案
）

に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委

員
会
の
指
導
助
言
を
受

け
た
後
、
完
成
さ
れ
る
。

●
特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
（
案
）
の
調
査
・
研

究
と
し
て
、
和
（
や
わ
ら

ぎ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
で
は
、「
王
寺
を
知
る
」、

「
王
寺
に
つ
い
て
考
え
る
」

「
王
寺
に
関
わ
る
」
の
各

項
目
で
学
習
内
容
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
令
和
２

年
度
は
、
全
て
の
教
科
等

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
案
）
が

完
成
し
た
後
、
横
断
的
な

つ
な
が
り
を
検
討
さ
れ
、

関
連
す
る
教
科
へ
反
映
さ

れ
る
。
ま
た
、
英
語
教
育

の
推
進
で
は
、
小
学
校
英

語
専
科
教
員
に
よ
る
乗

り
入
れ
授
業
の
成
果
と
し

て
、
中
学
校
の
専
門
性
を

生
か
し
た
授
業
の
実
施
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
英

語
に
対
す
る
関
心
が
非
常

に
高
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

●
義
務
教
育
学
校
の
強
み

を
生
か
し
た
教
育
の
推
進

（
案
）
の
調
査
・
研
究
に

つ
い
て
は
、
小
中
学
校
教

員
に
よ
る
相
互
乗
り
入
れ

授
業
の
実
施
に
向
け
、
令

和
元
年
度
は
中
学
校
理

科
教
員
が
小
学
校
へ
の
授

業
参
観
や
出
前
授
業
を

実
施
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

総
務
Ｐ
Ｔ

●
制
服
製
造
業
者
委
託
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
経
て
、
制
服

選
定
業
者
を
決
定
。今
後
、

制
服
検
討
委
員
会
等
に

お
い
て
業
者
と
協
議
を
重

ね
、
８
月
頃
に
正
式
に
制

服
が
決
定
さ
れ
る
。

●
校
名
（
案
）
に
つ
い
て
は
、

広
く
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

協
議
さ
れ
た
結
果
、
北
校

区
は
「
王
寺
北
義
務
教
育

学
校
」、
南
校
区
は
「
王

寺
南
義
務
教
育
学
校
」
に

決
定
さ
れ
た
。
最
終
決
定

は
、
議
会
の
議
決
を
も
っ

て
決
定
と
な
る
。

●
南
校
区
通
学
路
（
案
）
に

つ
い
て
は
、
学
校
長
や
生

徒
指
導
担
当
教
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
・
地
区
委
員
等
の

ご
意
見
を
伺
っ
た
う
え
で

ま
と
め
ら
れ
、
今
後
、
保

護
者
に
説
明
し
、
ご
理

解
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
後
、最
終
決
定
と
な
る
。

●
編
纂
誌
は「
開
校
記
念
誌
」

と
し
て
作
成
さ
れ
る
。

施
設
設
備
Ｐ
Ｔ

●
【
仮
称
】
王
寺
義
務
教
育

学
校
（
北
）
新
校
舎
実
施

設
計
の
概
要
説
明
が
あ

り
、
令
和
２
年
夏
頃
に
工

事
着
手
さ
れ
る
。
ま
た
、

【
仮
称
】
王
寺
義
務
教
育

学
校
（
南
）
大
規
模
改
造

基
本
設
計
の
概
要
説
明
が

あ
り
、増
築
棟
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
棟
の
新
築
や
教
室
・

廊
下
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

等
は
、
令
和
２
年
秋
頃
か

ら
令
和
６
年
度
ま
で
、
５

年
近
く
か
け
て
工
事
を
実

施
さ
れ
る
。

そ
の
他
事
項

●
一
次
造
成
工
事
に
お
け
る

騒
音
や
匂
い
対
策
に
つ
い

て
は
、
教
育
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
十

分
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
。
ま
た
、

一
次
造
成
工
事
に
お
け

る
、
想
定
外
の
巨
大
な
転

石
の
破
砕
処
理
に
つ
い
て

は
今
後
、
増
額
の
変
更
契

約
を
行
い
、
ま
た
、
こ
の

破
砕
し
た
転
石
の
処
分
に

つ
い
て
は
、
再
利
用
な
ど

処
分
方
法
を
検
討
さ
れ
て

お
り
、
令
和
２
年
度
の
補

正
予
算
を
計
上
し
た
う
え

で
付
帯
工
事
と
し
て
、
実

施
し
て
い
き
た
い
と
の
説

明
を
受
け
る
。

【仮称】王寺義務教育学校（北）イメージ図
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2020年（令和２年）5月　王寺町議会だより　第133号

【第1回定例会】議決結果（3 月4 日・13日）

議　　案　　名 結　　果

（発議第１号）令和２年度王寺町当初予算審査特別委員会の設置について

原案可決

（発議第２号）令和２年度王寺町当初予算審査特別委員会の委員の選任について

（発議第３号）精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書について

（議第	7	号）　令和２年度王寺町下水道事業特別会計予算について

（議第 10 号）令和元年度王寺町一般会計補正予算（第 4号）について

（議第 11 号）令和元年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第 3号）について

（議第 12 号）令和元年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号）について

（議第 13 号）令和元年度王寺町下水道事業特別会計補正予算（第 2号）について

（議第 14 号）令和元年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第 2号）について

（議第 15 号）令和元年度王寺町水道事業会計補正予算（第 1号）について

（議第 16 号）王寺町監査委員に関する条例及び王寺町水道事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例について

（議第 17 号）王寺町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について

（議第 18 号）王寺町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について

（議第 20 号）王寺町営住宅管理条例及び王寺町再開発住宅条例の一部を改正する条例について

（議第 21 号）王寺町奨学基金条例及び王寺町奨学資金貸付に関する条例を廃止する条例について

（議第 22 号）王寺町墓地取得基金条例を廃止する条例について

（議第 23 号）王寺町道路線の認定について

（議第 24 号）土地の取得について

議　　案　　名 結　果

玉
守 

数
叔

若
林 

か
ず
み

坂
下 

早
苗

北
村 

達
夫

小
山 

郁
子

大
久
保 

一
敏

沖 

優

子

松
岡
ま
さ
ゆ
き

鎌
倉 

文
枝

楠

本 

勝

幡
野 

美
智
子

（議第４号）令和２年度王寺町一般会計予算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第５号）令和２年度王寺町国民健康保険
特別会計予算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第６号）令和２年度王寺町後期高齢者医療
特別会計予算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第８号）令和２年度王寺町介護保険特別会計予算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第９号）令和２年度王寺町水道事業会計予算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第１９号）王寺町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例について	 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない。）起立採決の議案

全会一致の議案

本会議トピックス

精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書
　オリンピック・パラリンピックの開催を前にバリアフリーの機運が高まっており、第１９８回国会では「精神障害者の
交通運賃に関する請願」が衆参両院で採択された。
　障害者基本法では、精神障害者は身体障害者及び知的障害者と同じ障害者として定義されている。障害者が移動す
る際に公共交通機関の役割は必要不可欠なものとなっている。現在、身体・知的障害者に適用されている交通運賃割
引制度から精神障害者は除外されている。精神障害者においても「自立」と「平等」及び「社会参加」を促進するため
には、身体障害者及び知的障害者と同じように精神障害者にも交通運賃割引制度が適用されなければならない。
　この間、大手私鉄では、西鉄が全国で初となる精神障害者の運賃割引を実施し、政令市の札幌市、名古屋市、福
岡市の公営交通においても地下鉄など全国共通の運賃割引制度が導入されてきた。平成３０年１０月に発表された航
空会社の３障害共通の割引制度の実現は、「ユニバーサルデザイン２０２０行動計画」による国の働きかけが航空事業
者に受け止められたものである。
　こうした状況を踏まえ、全国に輸送網を持つＪＲ、大手私鉄及び高速道路等の交通事業者は、請願採択という国会
の意思を尊重し、速やかに、精神障害者にも他障害者同等の交通運賃割引制度の適用に踏み切る必要がある。
　よって、王寺町議会は、国会及び政府に対し、精神障害者についても、身体障害者及び知的障害者と同等に交通運
賃割引制度の適用対象とするよう公共交通運輸事業者等にさらなる働きかけを強めるよう要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和２年３月４日
王　寺　町　議　会

意見書提出先 ： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣

　義務教育学校建設・大規模改造工
事等に巨額の予算が計上されている。
高齢者優待入浴事業自己負担の廃止
と高齢者優待バスの年間２００回無料
乗車券の支給を求めて反対する。

　介護保険制度導入から 20 年が経
過し、見直しのたびにサービスが縮
小され、負担が増えている。これ以
上の負担増、給付減は高齢者にも、
それを支える現役世代にも痛みを押
し付けるものであり反対する。

　加入世帯３，４３３世帯のうち、値下
げ世帯は１，００９世帯（２９．４％）、同額
世帯は４８９世帯（１４．２％）、値上げ世
帯は１，９３５世帯（５６．４％）で一世帯
平均、年３，１７３円の値上げとなり認め
られない。

　保険料が前年度に比べ、値上げさ
れている。年金が主な収入である高
齢者にとって、収入が増えないのに
負担だけが増えるという深刻な状況
である。高齢者が安心できる生活を
送れるよう保障すべき。

　令和 6 年度の国保県統一化に向け、
高すぎる保険税の更なる値上げが図ら
れている。令和２年度予算では、加入
世帯の５６．４％が値上げがされる予算
となっている。国庫負担の増額を求め
反対する。

　新設加入金は営業収益に計上する
ことで、利益余剰金として積立て、
必要な時の補填財源として確保する
べき。また、概ね 10 年後の水道事
業統合については、各団体にかなり
の差があるため反対する。

　王寺町総合戦略をもとに、現状の課
題に向き合った政策を計上し、厳しい
財政状況の中、可能な限り特定財源確
保に努め、積極的に新規施策を計上さ
れた。当予算は、住民の声を幅広く反
映されたものである。

　「第７期王寺町介護保険事業計画
及び高齢者福祉計画」に基づき計上
された。介護予防事業や短期集中予
防サービスの予算や「第８期王寺町介
護保険事業計画及び高齢者福祉計
画」策定予算も計上された。

　県が示す令和６年度の保険税水準
の統一化に向けた 「保険料方針」のも
と、保険料の上昇が避けられない中、
町独自の激変緩和措置を実施するな
ど、被保険者にとって急激な負担となら
ないよう改正された。

　保険料は引上げされるが、１人あた
りの医療費が高額になっているため、
応分の負担は必要。また、被保険者
の健康保持増進と医療費の適正化を
目指し、人間ドック健診費用等の一
部助成も計上されている。

　歳出では、被保険者の健康保持増
進につながる保健事業を展開する予算
であり、歳入では、被保険者の急激な
負担とならないよう基金の繰入を行うな
ど、町独自の激変緩和措置を行うもの
となっている。

　収益的収入では、安定した配水量
で大幅な増減がない予算で、支出で
は、現状に見合った料金体系で事業
実施し、健全運営を図った予算であ
る。資本的収支については、計画的
な財政運営が行われている。

小山 郁子 議員

幡野 美智子 議員幡野 美智子 議員

幡野 美智子 議員 幡野 美智子 議員

小山 郁子 議員

沖　優子 議員

若林 かずみ 議員鎌倉　文枝 議員

玉守 数叔 議員 大久保　一敏 議員

坂下 早苗 議員

反対討論

反対討論反対討論

反対討論 反対討論

反対討論

賛成討論

賛成討論賛成討論

賛成討論 賛成討論

賛成討論

令和２年度王寺町一般会計予算
について

令和２年度介護保険特別会計
予算について

王寺町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例について

令和２年度王寺町後期高齢者
医療特別会計予算について

令和２年度王寺町国民健康保険
特別会計予算について

令和２年度王寺町水道事業会
予算について
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令和２年度 一般会計・特別会計予算

令和２年度 水道事業会計予算

令
和
２
年
度

各
会
計
予
算
を
審
査

当
初
予
算
審
査

令和2年度　一般会計

を原案可決！

当初予算

126 億４，２００万円

会計名 令和２年度予算 令和元年度予算 前年度比 　可否

一 般 会 計 126億4,200万円 93億  500万円 135.9% 原案可決

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 23億2,300万円 23億4,400万円  99.1% 原案可決

後 期 高 齢 者 医 療 3億9,500万円 3億7,100万円 106.5% 原案可決

下 水 道 事 業 8億4,633万2千円 8億4,095万8千円 100.6% 原案可決
介 護 保 険
（介護保険・介護サービス事業） 21億2,325万8千円 20億2,857万円 104.7% 原案可決

水道事業会計 令和２年度予算 令和元年度予算 前年度比 可否

収益的
収　　入 6億1,964万9千円 6億2,206万7千円 99.6%

原案可決
支　　出 9億2,783万2千円 6億1,835万3千円 150.0%

資本的
収　　入 7,029万5千円 7,729万4千円   90.9%

支　　出 2億2,522万1千円 3億3,873万3千円  66.5%

※下水道事業特別会計は全会一致で可決、その他の会計は挙手多数で可決

令和２年度 予算概要
〔主な新規事業等〕

　本紙では、令和２年度の予算概要、取組につい
て、王寺町総合計画で掲げられている「まちづく
り目標（６項目）」ごとに整理を行い、主な新規
事業（〔新規〕と掲載）を中心に掲載しております。
　なお、町広報紙（王伸４月号）に挟み込みの町
長の「施政方針」も合わせてご覧ください。

１．住民に開かれ自立するまちづくり
２．快適で暮らしやすいまちづくり
３．安全で安心に暮らせるまちづくり
４．健やかに暮らせるまちづくり
５．人を育みみんなが学べるまちづくり
６．活力とにぎわいのあるまちづくり

【広報広聴・情報公開】
〔新規〕議会インターネット中継導入
………………………………〔予算額〕800 万円

【上下水道】
〔新規〕下水道会計の公営企業会計法適用化

（下水道事業特別会計）
………………… 〔予算額〕1千 235 万 9 千円
〔新規〕旧第1浄水場解体撤去（水道事業会計）
………………… 〔予算額〕3 億1千 350 万円

【防災体制】
〔新規〕指定避難所の空調設備整備
…………………………〔予算額〕3 億 6 千万円
〔新規〕泉の広場防災公園整備（設計）
……………………… 〔予算額〕3 千 400 万円

【公共交通】
〔新規〕バス停留所上屋設置
………………………………〔予算額〕620 万円

〔新規〕防災拠点・指定避難所非常用電源整備等調査
……………………………… 〔予算額〕1千万円

【行政サービスの提供】
〔新規〕公共施設利用申請窓口タブレット設置
…………………………〔予算額〕27 万 4 千円

【住宅環境】
公園長寿命化対策
………………………………〔予算額〕5 千万円

〔新規〕防災士ネットワークへの活動支援・
防災士資格取得費用補助
………〔予算額〕防災士ネットワーク活動費 30 万円

防災士資格取得費用補助 27 万 5 千円

【道路】
久度大橋修繕・耐震補強設計業務
……………………… 〔予算額〕4 千 700 万円
畠田駅前線整備
…………………………〔予算額〕1億 500 万円

〔新規〕葛下貯水池（新テニスコート）整備（設計）
…〔予算額※令和元年度補正予算計上〕1千 330 万円

【消防・救急体制】
〔新規〕消防団（第1分団）屯所整備
………………………… 〔予算額〕6 千 440 万円

 １. 住民に開かれ自立するまちづくり

　２. 快適で暮らしやすいまちづくり

　３. 安全で安心に暮らせるまちづくり

〔 まちづくり目標 〕

【障害者福祉】
〔新規〕合理的配慮のための自治会への物品購入助成
……………………………… 〔予算額〕50 万円

【学校教育】
義務教育学校（北）整備
……………… 〔予算額〕30 億 2 千 500 万円
義務教育学校（南）整備
………………… 〔予算額〕5 億 5 千 219 万円
〔新規〕各小中学校へのＡＬＴの配置
……………………〔予算額〕1千186 万 3 千円

【観光・交流】
明神山山頂・参道整備
………………… 〔予算額〕3 千 628 万 7 千円

【文化財】
〔新規〕王寺町の文化財を生かした観光拠点
づくり協議会補助
……………………… 〔予算額〕2 千 960 万円

【高齢者福祉】
高齢者優待入浴
……………………… 〔予算額〕487 万 9 千円
やわらぎの手帳優遇措置
…………………〔予算額〕2 千 965 万 9 千円

王寺ミルキーウェイ（天の川）2020の開催
…………………………〔予算額〕1千 230 万円
盆踊り大会の開催※感染拡大防止の為、中止となりました。

…………………………… 〔予算額〕５67 万円

【生涯学習】
〔新規〕図書館リニューアル事業
……………………〔予算額〕1千 611万 4 千円
〔新規〕ブックポスト増設
…………………………… 〔予算額〕１63 万円

　４. 健やかに暮らせるまちづくり

　６. 活力とにぎわいのあるまちづくり

　５. 人を育みみんなが学べるまちづくり

【国民健康保険】
第2期データヘルス計画に基づく保健事業

（国民健康保険特別会計）
……………………… 〔予算額〕643 万 5 千円
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歳入歳出予算の総額にそれぞれ、３億９千５９８万７千円を減額し、総額９４億７千３１０万７千円とする

もの。主なものは下記のとおり

【歳出】 財政調整基金積立金（１億９９３万円）

葛下内水対策貯水池詳細設計業務（１千３３０万円）※ 翌年度へ繰越　

畠田駅前線整備事業（▲４億３千３００万円）

介護保険特別会計繰出金（▲１千５５４万１千円）等

【歳入】 町税（５千３４１万２千円）、地方消費税交付金（▲２千８２３万８千円）

畠田駅前広場整備事業費交付金（▲２億４千１５１万２千円）　等

【趣旨】
地方自治法等の一部改正に伴い本条例の条項の整理を行うもの

【施行期日】
令和２年４月１日

【趣旨】  
県等の貸付制度の内容が充実されたことにより、現在、本町での貸付実績がないため、標記２条例を廃止

するもの。これに伴い、王寺町奨学生選考委員会を廃止することにより、関連する条例について同委員会に

関する規定を削るもの

【施行期日】
令和２年４月１日

【趣旨】  
会計年度任用職員の「服務の宣誓」に関して、総務省発出の改正例にならい、所要の改正を行うもの

【改正内容】
会計年度任用職員の服務の宣誓については、任命権者が別段の定めをすることができる旨を条例で

定め、任用形態や任用手続に応じた方法で行うことを可能とするもの

【施行期日】
令和２年４月１日

【補正予算】

【条例改正】

【条例廃止】

令和元年度王寺町一般会計補正予算（第４号）について

王寺町監査委員に関する条例及び王寺町水道事業の設置等に
関する条例の一部を改正する条例について

王寺町奨学基金条例及び王寺町奨学資金貸付に関する条例の
廃止について

王寺町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

〇昨年１２月以降の審議会の開催状況
　・３回（１２月、１月、２月）開催され、条文の考察が行われる
　 ・１月に「地域自治協議会（まちづくり協議会）」についての勉強会を開催
〇今後のスケジュール（予定）
　３月 条例素案の作成　※審議会での考察結果や町民ワークショップの意見を踏まえて作成
　４月 第８回審議会（条例素案の審議）
　５月 第９回審議会（条例素案の審議）
　６～７月 第１０回・１１回審議会（条例素案の審議）
　７月下旬 パブリックコメント受付
　８月 第１２回審議会（最終）、答申
　９月 条例案を議会に上程　※１０月１日施行予定

〇ハザードマップの改訂
　・現在のハザードマップ（平成２７年度作成）の改訂
　・平成２７年度以降、大和川と葛下川の浸水想定区域、土砂災害警戒区域が変更され、令和元年度に防災重

点ため池が指定されたことから、これらを反映したものに改訂
　・紙版（Ａ１サイズ）とＷＥＢ版（スマートフォンやパソコンから災害ごとに閲覧可）の２種類
　・紙版は４月発行の広報紙（王伸）に合わせて全戸配布予定
　・いずみスクエア１階の防災啓発コーナーのハザードマップテーブルも更新
〇洪水想定水位標識の設置
　・日常から水防災への意識を高めるとともに、浸水する深さや避難所等の知識の普及・浸透を図り、災害発生

時には、命を守るための住民の主体的な行動を促し、被害を最小限にとどめることを目指すために設置され
るもの

　・設置場所は、大和川、葛下川の浸水想定区域内の２１５箇所
　・想定される浸水深や避難場所のほか、ＷＥＢ版に接続できるＱＲコードが掲載
　・標識には蓄光素材が使われ、夜間でも確認が可能

〇アクティビティの起点となるプラットフォーム（木の上に設置する台）
の設置、ロングジップラインのワイヤーの設置が完了

〇進捗率は７０％（令和２年３月５日現在）
〇令和２年４月１日にオープン

★新型コロナウイルス感染拡大防止の為、当面の間、休園しております。
（最新の情報は、町ＨＰまたは冒険の森ＨＰでご確認ください。）

【報告事項】
（仮称）王寺町まちづくり基本条例の制定に係る進捗について

防災ハザードマップの改訂及び洪水想定水位標識の設置について

菩提キャンプ場リニューアルに向けての進捗状況について

プラットフォーム

ロングジップライン
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【補正予算】

【条例改正】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、７５９万６千円を増額し、総額２４億５千１５８万４千円とするもの

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、３８２万６千円を増額し、総額３億７千５３７万５千円とするもの

〔介護保険事業〕歳入歳出予算の総額にそれぞれ、１億４０７万３千円を減額し、総額１９億６千６２４万３千円とするもの
〔介護サービス事業〕歳入歳出予算の総額にそれぞれ、５０万６千円を増額し、総額４４７万７千円とするもの

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、１千６７６万９千円を減額し、総額８億５９１万円とするもの

〔収益的収入〕予算額から、７１１万３千円を減額し、総額６億１千４９５万４千円とするもの
〔収益的支出〕予算額から、２千８９７万４千円を減額し、総額５億８千９３７万９千円とするもの
〔資本的収入〕予算額から、２３２万円を減額し、総額７千４９７万４千円とするもの
〔資本的支出〕予算額から、３千６１９万２千円を減額し、総額３億２５４万１千円とするもの

【趣旨】
近年、墓地を取得する方が減少し、また今後、町とし
ても新たに墓地を取得する考えがなく、所有分を売却
するのみとなることから、本条例を廃止するもの

【施行日】令和２年４月１日

【趣旨】
王寺町の「健康増進計画」策定にあたり、必
要な事務を行う策定委員会の設置に伴う関係
条例の改正のほか、組織名称の変更に伴う所
要の改正

【改正内容】
（１）王寺町附属機関の設置に関する条例の

一部改正
⇒「王寺町健康増進計画策定委員会」
を規定するため改正

「王寺町予防接種健康被害調査委員会」
に関係する組織名称の変更に伴う改正

（２）特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正
⇒「王寺町健康増進計画策定委員」に
係る報酬等を規定するため改正

【施行期日】公布の日

【趣旨】
県から示された令和２
年度国民健康保険事業
費納付金に要する費用
に充てるため、保険税
率・額の改正を行うも
の

令和元年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

令和元年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

令和元年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第２号）について

令和元年度王寺町下水道事業特別会計補正予算（第2号）について

令和元年度王寺町水道事業会計補正予算（第1号）について

王寺町墓地取得基金条例を廃止する条例について

王寺町附属機関の設置に関する条例の
一部を改正する条例について

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

令和２年度王寺町公共下水道事業及び
上水道事業の計画について

令和元年度王寺町公共下水道事業及び
上水道事業の進捗状況について

〔下水道事業〕
〇汚水２１－３－５号線管渠築造工事（畠田４丁目）
　⇒県が発注する国道１６８号道路改良工事の進捗に合

わせ実施（下期発注予定）
〔上水道事業〕

〇第１浄水場解体撤去工事（元町１丁目）
　⇒県営水道１００％移行に伴い、廃止されている施設の

解体撤去工事（上期発注予定）
〇張井地区配水管改良工事（本町１丁目）
　⇒老朽管更新計画に基づき、平成２７年度からの継続

事業（上期発注予定）
〇本町２丁目地内配水管改良工事（本町２丁目）
　⇒老朽管更新計画に基づき、平成２７年度からの継続

事業（仮設工事は上期、本設工事は下期発注予定）
〇国道１６８号配水管布設工事（畠田４丁目）
　⇒県が発注する国道１６８号道路改良工事の進捗に合

わせ実施（下期発注予定）

〔下水道事業〕
〇汚水２１－４－１号線管渠築造工事（本町４丁目）
　⇒進捗率（５０％）
〇本町４丁目地内マンホールポンプ設備工事（本町４丁目）
　⇒進捗率（６０％）

〔上水道事業〕
〇第２浄水場自家発電施設設置工事（明神４丁目）
〇張井地区配水管改良工事（仮設）（本設）（本町１丁目）
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（その１）（本町４・５丁目）
　⇒完了
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（その 2）（本町４・５丁目）
　⇒進捗率（90％）
〇張井地区配水管改良工事（仮設）２工区（本町１丁目）
　⇒進捗率（９０％）
〇張井地区配水管改良工事（本設）２工区（本町１丁目）
　⇒進捗率（８０％）

【報告事項】

〇平成２９年１０月に市町村長サミットで「県域水道一
体化を目指す姿と方向性」が示された後、検討会
やワーキンンググループでの協議が重ねられている

〇今後は、「事業統合」を前提とした協議が進められる

〇計画期間は、令和２年度から令和６年度までの５年間
〇「育つ喜びと育てる喜びが実感できるまち」を基

本理念に、地域全体で子育てを支える環境が整っ
た、誰もが安心して出産・子育てをできるまちを
目指す

〇町立幼稚園においては、義務教育学校の校区に
合わせた園区の見直しや給食の実施を検討

〇保育需要に対応するため、必要に応じて民間によ
る認定こども園や小規模保育園などの整備を検討〇これまで「提供会員」を２回募集し、子育て支援

員として１７名の方が登録済
〇「提供会員」は、心身ともに健康な２０歳以上の者で、

保育施設等までの送迎や保育施設等の開始または
終了後の預かりなどの援助活動を行う

〇「依頼会員」は、生後６ヶ月から１２歳までの子ど
もを有する者

〇「依頼会員」と「提供会員」との調整（援助内容や
日時等の調整）は、役場（子育て支援課）が行う

〇サポート料金（1 時間あたり）

〇今後の予定
　・広報紙等で「依頼会員」を募集後、説明会を開催

し、依頼会員の登録人数や援助内容を見極める
　・令和２年４月から事業開始予定

〇町の取組みについて、時系列に報告を受ける
〇１月２８日に県内初となる新型コロナウイルス感染

者が出たことが判明した翌日に、緊急部長会議
を開催し、情報共有するとともに、ＨＰや安全安
心メール等で住民周知。手指消毒液やマスクの
購入を決定

〇１月３１日に役場庁舎、町内公共施設に手指消毒
液と啓発チラシを設置

〇２月２1日に王寺町のイベント・行事等の一部中止
を決定し、自治会回覧やＨＰ、安心安全メール等
で住民周知

〇２月２8 日に子どもたちの安全を第一に考え、幼・
小・中の一斉臨時休校（休園）を決定、合わせて、
町内公共施設の休館（３月末まで）を決定

〇一斉臨時休校（休園）に伴い、公設及び民間の学
童保育は実施を決定され、町内私立保育園も保育
実施を了承

〇全て完了（ホテル建設の進捗により、令和２年度事
業に変更となった工事は除く）

県域水道一体化の進捗について

第２期王寺町子ども・子育て支援事業計画に
ついて

ファミリー・サポート・センター事業について

新型コロナウイルス感染防止に対する町の
取組み

令和元年度町内要望土木工事の進捗について

午前７時～
午前８時

午前８時～
午後７時

午後７時～
午後８時

平日 ７００円 ６００円 ７００円

休日
土・日曜日

・祝日
― ８００円 ―

区　分
医　療　分　

区　分
介　護　分

改正前 改正後 改正前 改正後
所 得 割 ６．１％ ６．４％ 所 得 割 ２．４％ ２．７％
均 等 割 ２５，０００円 ２４，０００円 均 等 割 １５，０００円 １６，０００円

王寺町営住宅管理条例及び王寺町再開発
住宅条例の一部を改正する条例について

【挙手多数　可決】

【全会一致　可決】
【趣旨】

民法改正に伴い、保証人への極度額の設定及び民事法定
利率を変更するための例規整備を行うもの

【主な内容】
保証人及び連帯保証人に対する極度額を「家賃の６
か月」と設定し、現在、明渡し請求の際に徴収できる
金銭に対する利息の適用利率である「年５分の割合」
を「法定利率」に改めるよう、所要の改正を行うとと
もに条文中の文言整理を行うもの

【施行日】令和２年４月１日

【施行期日】令和２年４月１日

【改正内容】

（　　　）
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令
和
４
年
４
月
の（
仮

称
）
王
寺
義
務
教
育

学
校
北
・
南
開
校
を
目
指
し
、

進
捗
と
共
に
「
義
務
教
育
学

校
設
置
準
備
室
」
か
ら
報
告

を
受
け
て
い
る
が
、
取
り
組

み
を
進
め
る
現
場
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
く
、「
義

務
教
育
学
校
を
と
も
に
つ

教
職
員
の
「
義
務
教
育
学
校
を
と
も
に

つ
く
っ
て
い
く
」
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て

小
・
中
教
職
員
が
互
い
に
交
流
し
、

情
報
共
有
で
き
る
場
を
設
け
る

教
育
長　

義
務
教
育

学
校
を
運
営
す
る
上

で
、
教
職
員
の
意
識
醸
成
や

情
報
共
有
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
常
に
そ
の
質
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。「
学
び
の
道
し
る
べ
」

の
作
成
過
程
で
は
、
各
小
中

学
校
の
す
べ
て
の
教
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
等
の
部
会

に
所
属
し
、「
９
年
間
で
育

て
た
い
子
ど
も
像
」
を
共
に

考
え
、
系
統
的
、
計
画
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
作
成
し

た
。こ
れ
は
、教
職
員
に
と
っ

て
小
・
中
相
互
の
良
さ
を
学

び
あ
う
場
と
な
り
、「
義
務

教
育
学
校
を
と
も
に
つ
く
っ

て
い
く
」
と
い
う
意
識
の
向

上
に
繋
が
っ
て
い
る
。
一
方
、

日
々
の
教
育
活
動
と
併
行
し

た
取
り
組
み
の
た
め
、
時
間

の
確
保
な
ど
、
教
職
員
の
負

担
増
は
大
き
な
課
題
と
考
え

て
い
る
。
対
応
策
と
し
て
、

①
年
間
５
回
を
「
教
科
等
部

会
の
日
」
と
し
て
年
間
予
定

に
位
置
づ
け
る
②
毎
週
月
曜

日
を
「
義
務
教
育
学
校
開
校

に
向
け
て
考
え
る
日
」
と
す

る
③
必
要
な
加
配
を
行
う
な

ど
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
配

慮
し
な
が
ら
、
全
教
職
員
が

一 般 質 問

く
っ
て
い
く
」
と
い
う
強
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
義

務
教
育
学
校
の
全
体
像
を
示

す
「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の

作
成
過
程
で
、
町
内
幼
小
中

教
職
員
の
「
合
同
研
修
会
」

を
実
施
、「
義
務
教
育
学
校

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育
」

や
「
育
て
た
い
子
ど
も
像
」

（質問議員　11 名）

令和２年第１回定例会
（令和２年３月５日）

一般質問

6月11日（木）
 9時30分 議会運営委員会
 10時00分 本会議（議事上程）
6月12日（金）
 9時30分 本会議（一般質問）
6月15日（月）
 9時30分 総務文教常任委員会
 13時30分 くらし環境常任委員会
6月18日（木）
 9時30分 議会運営委員会
 10時00分 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。

随時入場できます。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。

 （開始５分前までに受付を済ませてくだ
さい。）

（令和２年第２回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　一般質問は定例会（３月・６月・９月・１２月）で行い
ます。本誌では、質問及び答弁の要旨を掲載いたし
ます。なお、詳細については、王寺町公式サイトで閲
覧できます。

～～  一 般 質 問  ～～

王
寺
駅
南
駐
輪
場
東

横
の
公
衆
ト
イ
レ
か

ら
東
公
園
ま
で
の
線
路
沿
い

の
区
間
に
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
街
灯
を

設
置
で
き
な
い
か
。

王
寺
駅
南
駐
輪
場
東
横
の
公
衆
ト
イ
レ
か
ら

東
公
園
ま
で
の
道
路
に
街
灯
の
設
置
を

理
事　

当
該
道
路
は

約
１
０
０
ｍ
あ
り
、
そ

の
内
、
東
公
園
か
ら
西
方
面

約
30
ｍ
は
、
Ｊ
Ｒ
に
よ
っ
て
照

明
灯
が
４
基
設
置
さ
れ
、
ま

た
、
公
衆
ト
イ
レ
向
か
い
側

の
約
20
ｍ
は
、
ビ
ル
壁
面
に

照
明
灯
が
２
基
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
両
区
間
は
明

る
い
状
況
。
し
か
し
、
道
路

中
間
約
50
ｍ
は
、
照
明
が
な

く
暗
い
。
道
路
照
明
に
つ
い

て
は
、
特
に
交
通
量
の
多
い

幹
線
道
路
で
、
か
つ
交
差
点

等
、
事
故
発
生
の
可
能
性
が

高
い
箇
所
に
道
路
管
理
者
が

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
当
該
道
路
は
こ
れ
に
該

当
し
な
い
。
町
と
し
て
は
、「
自

治
会
の
防
犯
灯
設
置
事
業
に

か
か
る
町
補
助
金
交
付
要
綱
」

本
町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　

第
２
期

王
寺
町
総
合
戦
略
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
同
じ
く

す
る
も
の
を
整
理
し
、
あ

て
は
ま
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル

本
町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
に
つ
い
て

第
２
期
王
寺
町
総
合
戦
略
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ロ
ゴ
を
掲
載
し
意
識
付
け
を
行
っ
て
い
る

自
治
会
で
、
防
犯
灯
を
設
置
す
る
場
合
は
防
犯
灯

設
置
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
補
助
を
行
う

（
ロ
ゴ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
付
加

し
、
意
識
付
け
を
行
っ
た
。

王
寺
町
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
す
る
取
組
と
し
て

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
主
な

取
組
で
整
理
す
る
と
、
例

え
ば
、
教
育
分
野
の
「
質

の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」

で
は
、
義
務
教
育
学
校
の

王
寺
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
委
員
会
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
し
て
前
面
に
押

し
出
す
新
事
業
が
出
て
き

た
時
に
は
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
当
面
は
、

総
合
戦
略
・
総
合
計
画
審

議
会
で
進
捗
を
管
理
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

整
備
推
進
や
雪
丸
サ
ポ
ー

ト
ス
ク
ー
ル
（
寺
子
屋
塾
）、

各
小
中
学
校
へ
の
外
国
語

指
導
助
手
の
配
置
に
よ
る
、

国
際
化
に
対
応
し
た
英
語

教
育
、
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
環
境
出
前
講
座
の

実
施
な
ど
の
学
校
教
育
、

生
涯
学
習
の
分
野
が
該
当

に
基
づ
き
、
自
治
会
に
対
し

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
当
該

箇
所
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住

民
か
ら
防
犯
灯
設
置
の
要
望

を
受
け
て
い
る
。
よ
っ
て
、
自

治
会
で
防
犯
灯
の
必
要
性
を

判
断
い
た
だ
き
、
設
置
さ
れ

る
場
合
は
要
綱
に
基
づ
き
町

の
補
助
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

沖　優子 議員
（無所属）

楠本 勝 議員
（無所属）

松岡 まさゆき 議員
（無所属）

学びの道しるべ

※傍聴の際は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、手指
の消毒、マスクの着用にご協力願います。また体調がすぐれな
い時は傍聴をお控え願います。

広告看板（王寺駅南側）

に
つ
い
て
意
見
交
換
や
情
報

共
有
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
教
職
員
の
意
識
の
醸

成
を
育
む
中
で
、
現
状
の
課

題
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

繋
が
る
学
校
づ
く
り
を
強
い

思
い
を
も
っ
て
総
が
か
り
で

進
め
て
い
く
。

理
事　

広
告
看
板
の

枠
の
利
用
に
つ
い
て

は
、「
道
路
占
用
許
可
申
請
」

に
よ
る
許
可
を
与
え
て
お

り
、
昭
和
52
年
５
月
か
ら

現
在
ま
で
、
毎
年
３
社
か

ら
継
続
申
請
が
出
さ
れ
て

い
る
。（
平
成
14
年
４
月
よ

り
、
県
か
ら
申
請
業
務
を

引
継
ぐ
）
現
在
は
、
南
駅

前
の
美
観
保
全
の
た
め
、

新
規
設
置
を
認
め
て
い
な

い
。
ま
た
、「
王
寺
駅
周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
」
策
定
に
取
組
ん
で
い

王
寺
駅
南
側
の
バ
ス

停
留
所
に
は
、
多
く

の
広
告
看
板
が
あ
る
。
美
観

を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
広
告

看
板
の
設
置
場
所
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
広
告

看
板
設
置
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
町
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
景
観

の
創
出
の
観
点
か
ら
、
抑

制
的
に
扱
う
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

す
る
。
成
長
雇
用
分
野
の

「
働
き
が
い
も
、
経
済
成

長
も
」
と
い
う
項
目
で
は
、

王
寺
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
な

ど
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
よ
る
ま
ち
の
賑
わ
い
の

創
出
、
達
磨
寺
や
明
神
山

な
ど
地
域
の
歴
史
・
文
化

を
活
用
し
た
観
光
拠
点
づ

く
り
な
ど
、
交
流
人
口
の

拡
大
の
た
め
の
観
光
振
興

へ
の
取
組
が
該
当
す
る
。

ま
た
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」

と
い
う
項
目
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定

な
ど
の
住
民
や
団
体
、
事

業
者
と
の
協
働
・
参
画
を

進
め
る
取
組
の
ほ
か
、
防

災
、
観
光
な
ど
の
分
野
で

の
他
自
治
体
や
大
学
等
と

の
連
携
が
該
当
す
る
。
本

町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
一
覧

化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
で
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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せ
せ
ら
ぎ
公
園
か
ら

の
景
色
は
、
春
に
は

対
岸
の
桜
な
ど
自
然
を
楽

し
め
る
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
園

の
前
の
河
川
は
大
型
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
至
る
所
に
点

在
し
、
美
観
を
損
ね
て
い

る
。
か
つ
ら
ぎ
・
わ
か
く
さ

理
事　

せ
せ
ら
ぎ
公

園
は
水
辺
空
間
に
親

し
め
る
公
園
と
し
て
有
効

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
河
川
が
県
、
公

園
は
町
で
管
理
し
て
い
る
。

今
回
の
大
型
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
堆
積
土
砂
の
撤
去
要

望
に
つ
い
て
は
、
現
場
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
上
流
か

ら
流
れ
て
き
た
と
思
わ
れ

る
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
や
堆
積

土
砂
で
あ
っ
た
。
畠
田
３
丁

目
の
畠
下
橋
上
流
に
設
置

さ
れ
て
い
る
工
事
看
板
に

記
載
が
あ
っ
た
工
事
は
、
奈

良
県
発
注
の
上
牧
町
側
の

護
岸
補
修
を
行
う
工
事
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
工
事
に
追

加
し
て
、
大
型
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
土
砂
の
浚
渫
が
で
き

な
い
か
と
の
依
頼
を
県
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
令
和
元
年

度
の
工
事
金
額
も
確
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
応

で
き
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
再
度
、
県

と
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

令
和
２
年
度
に
工
事
実
施

予
定
と
の
回
答
を
得
て
い

Ｃ
Ｃ
Ｃ
で
は
毎
月
第
３
木

曜
日
に
約
30
人
の
会
員
が

河
川
を
含
む
自
治
会
内
の

清
掃
を
行
っ
て
い
る
が
、
河

川
の
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
人
力
で
は
除
去
不
能
で

あ
る
。
以
前
、
大
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
除
去
に
つ
い
て
後

日
施
工
予
定
と
伺
っ
て
い
た

①
「
耐
越
水
堤
防
」

の
建
設 

②
河
川
整
備

計
画
に
沿
っ
た
河
床
面
の
維

持
。
以
上
の
河
道
整
備
を
進

め
治
水
安
全
度
を
高
め
る

よ
う
国
に
強
く
求
め
ら
れ

た
い
。

取
組
む
べ
き
河
川
行
政
の
課
題
に
つ
い
て

国
に
更
な
る
強
い
要
望
を

せ
せ
ら
ぎ
公
園
前
の
河
川
の
大
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
撤
去
工
事
に
つ
い
て

大
和
川
の
治
水
安
全
度
を
高
め
る

　
　
　

抜
本
的
な
取
組
み
を
要
望
す
る

令
和
２
年
度
中
に
奈
良
県
が

　
　
　
　
　
　
　
　

工
事
実
施
予
定

る
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
早

期
の
実
施
を
要
望
し
て
い

る
。

①
「
ス
フ
ィ
ア
研
修
」

に
つ
い
て 

②
避
難
所

運
営
の
今
後
の
課
題
。

令
和
元
年
度
事
業
と

し
て
王
寺
ア
リ
ー
ナ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

を
拡
大
し
、
さ
ら
に
有
酸
素

運
動
系
の
機
器
を
充
実
す
る

こ
と
で
、
誰
で
も
利
用
で
き

る
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て

整
備
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
受

益
者
負
担
の
観
点
か
ら
令
和

元
年

１０
月
１
日
か
ら
有
料
化

さ
れ
た
。
有
料
化
後
の
利
用

状
況
は
。

理
事　

①
大
和
川
河

川
整
備
計
画
に
基
づ

総
務
部
理
事　

①
ス

フ
ィ
ア
研
修
実
施
団

体
（
Ｊ
Ｑ
Ａ
Ｎ
）
の
研
修
が

教
育
次
長　

①
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
60
㎡
か
ら
１
３
９
㎡
に
、

【
要
望
】
久
度
大
橋
は
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
で
大
き
な

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

工
事
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
国
庫
補
助

金
や
有
利
な
起
債
を
活
用

さ
れ
た
い
。

大久保 一敏 議員
（無所属）

が
、
畠
下
橋
上
流
の
堤
防

に
本
年
３
月
25
日
ま
で
護

岸
工
事
を
実
施
す
る
旨
の

看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
出
来
れ
ば
、
こ

の
護
岸
工
事
に
合
わ
せ
て
、

前
倒
し
し
、
大
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
除
去
が
で
き
な

い
も
の
か
。

い
て
、
久
度
・
舟
戸
地
区
間

で
、堤
防
浸
透
対
策
、ま
た
、

Ｊ
Ｒ
第
２
大
和
川
橋
梁
か

ら
多
聞
橋
付
近
で
は
、
越

水
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
県
に
対
し
、
緊

急
要
望
を
行
っ
た
結
果
、
本

年
２
月
に
、
葛
下
川
の
大
和

川
合
流
地
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
和

歌
山
線
鉄
橋
ま
で
の
間
に

特
殊
堤
防
等
の
減
災
対
策

の
概
略
設
計
と
平
成
緊
急

内
水
対
策
事
業
の
地
質
調

査
及
び
予
備
設
計
の
発
注

が
行
わ
れ
た
。
②
国
の
「
防

災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」

の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、

理
事　

久
度
大
橋
は
、

昭
和
49
年
に
完
成

し
、
平
成

１２
年
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
平
成

１３
年
に
は
屋
根

設
置
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

設
置
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
築
造
か
ら
46
年
が
経

過
し
て
お
り
、
国
交
省
基
準

の
診
断
で
は
、
鉄
筋
の
腐
食

や
ボ
ル
ト
の
損
傷
等
が
み

ら
れ
、
早
期
に
措
置
を
講
ず

る
べ
き
状
態
と
の
結
果
が
出

た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
事
業

久
度
大
橋
は
、
Ｊ
Ｒ

線
、
近
鉄
線
へ
の
通

勤
・
通
学
の
た
め
乗
降
さ

れ
る
人
々
、
そ
し
て
、
買

物
な
ど
日
常
生
活
で
の
行

き
来
を
支
え
て
き
て
い
る

重
要
な
自
由
通
路
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

費
７
，
７
０
０
万
円
を
か
け
、

令
和
元
年
度
か
ら
２
年
度
に

耐
震
診
断
・
設
計
を
行
い
、

王
寺
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
と
も
整
合
性
を
図

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
工
事

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

水
道
部
長　

藤
井
地

区
は
、
過
去
に
要
望

が
あ
っ
た
と
き
に
、
市
街

化
調
整
区
域
で
あ
り
都
市

計
画
税
が
賦
課
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
応
分
の
負
担

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
旨

を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
整

備
費
用
の
一
部
が
必
要
な

藤
井
地
区
の
下
水
道
の
設
置
と

　
　
　
　

た
め
池
点
検
の
進
捗
に
つ
い
て

久
度
大
橋
修
繕
・
耐
震
補
強
設
計
業
務
に

つ
い
て下

水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
応
分
の

費
用
負
担
の
理
解
を
得
て
協
議

王
寺
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
工
事
予
定

ら
要
望
を
取
り
下
げ
る
と

の
回
答
が
あ
り
、
そ
の
後
、

地
元
要
望
も
な
く
、
協
議

等
は
行
っ
て
い
な
い
。
国

道
１
６
８
号
線
沿
線
の
未

施
工
地
区
に
つ
い
て
は
、

国
道
１
６
８
号
線
拡
幅
事

業
の
進
捗
に
併
せ
て
整
備

し
て
い
く
。
そ
の
他
、
用

藤
井
地
区
に
関
し
、

今
後
の
下
水
道
施
工

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

下
水
道
普
及
率
１
０
０
％
は

い
つ
を
目
標
と
し
て
い
る
の

か
。
藤
井
地
区
以
外
の
下
水

道
未
施
工
地
区
の
今
後
の
施

工
予
定
に
つ
い
て
も
併
せ
て

伺
う
。

藤
井
地
区
と
の
下
水

道
整
備
に
関
す
る
協

議
か
ら
大
体

１０
年
経
過
し

て
お
り
、
王
寺
町
か
ら
地
元

に
説
明
に
行
け
な
い
か
。

水
道
部
長　

自
治
会

の
要
望
が
あ
れ
ば
説

明
に
伺
う
。

途
地
域
の
見
直
し
に
併
せ

て
整
備
、
計
画
を
し
て
い

く
地
区
も
あ
る
が
、
今
の

段
階
で
下
水
道
普
及
率
が

１
０
０
％
と
な
る
時
期
は

明
確
に
述
べ
る
こ
と
は
難

し
い
。

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

北村 達夫 議員
（無所属）

若林 かずみ 議員
（無所属）

災
害
避
難
所
は
ス
フ
ィ
ア

基
準
で
抜
本
改
善
を

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
参
考
に
避

難
所
の
課
題
に
取
り
組
む

藤
井
地
区
の
河
道
掘
削
が

位
置
付
け
ら
れ
、
掘
削
を

着
手
。
そ
の
後
、
早
期
完

了
の
緊
急
要
望
に
よ
り
、

国
直
轄
事
業
の
令
和
元
年

度
補
正
予
算
が
措
置
さ
れ
、

藤
井
地
区
の
河
道
掘
削
全

体
約
20
万
㎥
の
う
ち
、
約

１
・
５
万
㎥
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
る
。
な
お
、
２
月
現

在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
約
１
・
３
万
㎥
が
完
了

し
、
６
月
を
目
途
に
約
２
・

２
万
㎥
を
実
施
す
る
予
定
。

今
後
も
大
和
川
の
治
水
安

全
度
を
高
め
る
た
め
、
粘

り
強
い
要
望
を
行
う
。

平
成
29
年
度
に
橋
の
点
検

を
さ
れ
、
令
和
元
年
度
に

は
、
修
繕
・
耐
震
補
強
設

計
を
実
施
さ
れ
た
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

１
部
屋
か
ら
３
部
屋
に
拡
張

し
、
筋
ト
レ
中
心
の
部
屋
、

有
酸
素
運
動
系
の
部
屋
、
下

半
身
強
化
の
部
屋
に
区
分

し
て
、
マ
シ
ン
も
充
実
さ
せ

た
。
有
料
化
後
の
利
用
者
数

は
昨
年
度
に
比
べ
１
ヶ
月
あ

た
り
１
８
０
人
、
約
35
％
増

加
し
た
が
、
令
和
元
年
度
上

半
期
に
比
べ
１
ヶ
月
あ
た
り

78
人
、
約
10
％
減
少
し
て
い

る
。
今
後
、
効
果
的
な
宣
伝

や
広
報
な
ど
に
よ
り
、
利
用

促
進
を
図
る
。

浄
化
槽
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
を
町
か
ら

一
部
助
成
す
る
こ
と
は
で
き

る
か
。

水
道
部
長　

担
当
部

署
と
協
議
す
る
。

た
め
池
点
検
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

夏
の
雨
の
時
期
ま
で

に
緊
急
で
改
修
す
べ

き
た
め
池
は
な
い
の
か
。

理
事　

王
寺
町
内
の

全
た
め
池
58
ケ
所
の

目
視
点
検
が
完
了
し
、
現

在
、
報
告
書
の
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
い
る
。
修
繕
の

緊
急
度
の
高
い
た
め
池
が

出
て
き
た
場
合
、
次
年
度

理
事　

現
時
点
で

は
、
直
ち
に
改
修
が

必
要
な
た
め
池
は
な
い
。

以
降
、
池
の
管
理
者
と
協

議
を
行
い
、
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
必
要
な
補

修
を
検
討
し
て
い
く
。

近
隣
府
県
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
町
職
員
の
参
加

も
検
討
。
②
冷
暖
房
設
置
及

び
非
常
用
発
電
装
置
の
整

備
が
急
が
れ
る
課
題
。
冷
暖

房
の
整
備
で
は
、
北
小
・
南

小
・
南
中
の
各
体
育
館
、
王

寺
ア
リ
ー
ナ
へ
の
新
設
と
や

わ
ら
ぎ
会
館
、
文
化
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
更
新
を
検
討
、
非

常
用
発
電
装
置
は
、
い
ず
み

ス
ク
エ
ア
を
除
く
全
指
定
避

難
所
、
役
場
庁
舎
、
王
寺
ア

リ
ー
ナ
に
整
備
を
検
討
し
て

い
る
。

葛
下
川
の
ゴ
ミ
掃
除
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昨
年
５
月
、
大
津
市

の
交
差
点
で
右
折
車

と
直
進
車
が
衝
突
し
巻
き

添
え
で
保
育
園
児
ら
16
人

が
死
傷
す
る
事
故
が
発
生

し
防
護
柵
が
な
く
大
惨
事

に
な
っ
た
。
国
か
ら
事
故
を

受
け
て
通
学
路
等
の
一
斉
点

検
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
町
と

交
差
点
の
歩
道
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

通
学
路
等
の
安
全
の
確
保
の
た
め
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
効
果
検
証
を
行
う

教
育
次
長　

本
町
の

具
体
的
な
対
応
と
し

て
、
通
学
路
に
お
け
る
危
険

な
交
差
点
を
抽
出
し
、
国
、

県
、
町
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管

理
者
、
警
察
署
等
と
合
同
点

検
を
行
い
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
協
議
し
、
一
部
対
策
を

講
じ
た
。
今
後
も
、
関
係
機

関
と
と
も
に
合
同
点
検
を
行

い
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
安
全
対
策
実
施

後
の
効
果
検
証
を
行
う
な

ど
、
さ
ら
に
通
学
路
等
の
安

全
性
を
向
上
し
て
い
く
。

し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ

れ
た
の
か
。

一 般 質 問

２
０
２
０
年
４
月
よ

り
、
小
学
校
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
須

化
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の

変
化
の
激
し
い
時
代
を
生

き
抜
く
子
ど
も
た
ち
に
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
す
力

や
、
主
体
的
・
対
話
的
な

深
い
学
び
、
情
報
活
用
能

教
育
長　

①
ハ
ー
ド

面
で
は
町
内
全
小
学

校
に
最
新
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
を
導
入

し
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
教
員

に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
会
」
を
立
ち

王
寺
町
に
お
け
る　

未
来
を
担
う
力
を

育
む
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
整
備
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
充
実
に
着
実
に
取
り
組
む

上
げ
、
調
査
、
研
究
を
重
ね

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
か

ら
各
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

授
業
を
行
っ
た
教
員
が
主
と

な
り
、
公
開
授
業
等
を
通
じ

て
教
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
図

る
②
学
習
指
導
要
領
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
、
算

数
、
理
科
の
単
元
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
多
様
な
教
科
等

で
行
う
③
文
部
科
学
省
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
、

令
和
５
年
度
に
は
全
学
年
一

人
一
台
端
末
の
整
備
予
定
④

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
の

み
の
構
築
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
通
信
規
格
の
ひ
と
つ

で
あ
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ
と
の
併
用
な

ど
、
様
々
な
方
法
が
考
え
ら

れ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
現
場
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
方
法
が
良
い
の
か
、
十

分
に
検
討
し
た
中
で
、
整
備

を
進
め
て
い
く
⑤
奈
良
県
教

育
委
員
会
に
よ
る
「
エ
バ
ン

ジ
ェ
リ
ス
ト
育
成
研
修
」
に

す
べ
て
の
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
担
当
教
員
が
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
専
門
知
識
を
向
上

さ
せ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
有
効
に
活

用
し
た
教
育
の
指
導
的
役

割
を
果
た
す
人
材
を
各
校

に
育
成
・
配
置
す
る
。
さ
ら

に
引
き
続
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
研
究
を
深
め
、

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力

の
向
上
を
図
る
。

王
寺
町
総
合
計
画

１
９
４
ペ
ー
ジ
に
は
、

40
年
後
の
２
０
６
０
年
時
点

で
合
計
特
殊
出
生
率
を
２
・

１
に
上
昇
さ
せ
、
人
口
２
万

人
の
維
持
を
目
指
す
と
あ
り

ま
す
。こ
の
目
標
達
成
に
は
、

妊
婦
さ
ん
に
対
し
更
な
る
支

援
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

妊
婦
健
診
を
受
診
す
る
際
に
使
用
で
き

る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
結
び
つ
く
経
済
支
援
の

観
点
か
ら
も
効
果
は
低
い

住
民
福
祉
部
長　

本

年
１
月
15
日
以
降

に
電
話
で
の
健
康
相
談
が

で
き
た
妊
婦
さ
ん
19
人
に
、

妊
婦
健
診
時
の
交
通
手
段

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
自

家
用
車
が
15
人
、
鉄
道
が

３
人
、
バ
ス
が
１
人
で
タ
ク

シ
ー
利
用
は
０
人
で
し
た
。

自
家
用
車
で
通
院
し
て
い

る
人
も
、
自
分
で
運
転
し
て

い
る
妊
婦
さ
ん
は
３
分
の
１

程
度
と
少
な
く
、
特
に
第

１
子
目
で
は
配
偶
者
の
運

転
で
受
診
す
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
の
傾
向

は
、
夫
婦
で
子
育
て
を
し
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
の
第
一

歩
と
し
て
大
変
望
ま
し
く
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
妊
婦

健
診
時
に
交
通
手
段
が
な

く
困
っ
た
の
で
改
善
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
は
聞
か

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ

妊
婦
さ
ん
が
妊
婦
健
診
を

受
診
す
る
際
に
使
用
で
き
る

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布

を
提
案
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
妊
婦
さ
ん
の
自
動
車
運

転
の
機
会
を
少
し
で
も
減
ら

し
、
よ
り
安
全
に
妊
婦
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
登
校

に
寄
り
添
い
、
日
々
、

安
全
を
見
守
っ
て
頂
い
て
い

る
「
緑
の
お
じ
さ
ん
」
に
対

し
て
、
保
護
者
か
ら
の
感

謝
の
声
を
よ
く
聞
く
。
登

下
校
時
に
子
ど
も
た
ち
が

事
故
や
犯
罪
な
ど
に
巻
き

込
ま
れ
る
事
案
が
全
国
的

住
民
福
祉
部
長　

国

や
県
の
動
き
を
受

「
緑
の
お
じ
さ
ん
」
の
状
況
に
つ
い
て

多
様
な
人
材
を
募
る
こ
と
な
ど
も
含
め

検
討

け
、
本
町
に
お
い
て
も
、
平

成
15
年
３
月
に
「
王
寺
町
健

康
づ
く
り
計
画
Ｇ
ｅ
ｔ
元
気

21
」
を
策
定
。
当
初
は
計
画

の
名
称
だ
っ
た
「
Ｇ
ｅ
ｔ
元

気
21
」
が
、
現
在
は
活
動
に

取
り
組
む
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
団
体
名
と
し

て
住
民
皆
様
に
親
し
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
計
画
は
、
一
人

ひ
と
り
が
独
自
に
頑
張
る
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
同
じ
よ

う
な
境
遇
、
家
族
、
地
域

と
い
っ
た
周
り
の
支
え
や
協

働
に
よ
り
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
い
う
考
え
方
の

も
と
、
住
民
と
町
職
員
と
の

協
働
で
王
寺
町
独
自
の
７
つ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
。「
緑

の
お
じ
さ
ん
」
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
、
自

身
の
健
康
の
保
持
増
進
の

ほ
か
、
登
校
時
の
見
守
り
な

う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
、

妊
婦
さ
ん
の
体
調
に
合
わ

せ
て
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
現
実
的
に

お
困
り
の
声
も
聞
か
れ
ず
、

少
子
化
対
策
に
結
び
つ
く

経
済
支
援
の
観
点
か
ら
も

効
果
は
低
い
も
の
と
思
わ

れ
、
現
時
点
で
は
ご
提
案
の

事
業
の
実
施
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

玉守 数叔 議員
（無所属）

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
令
和
２
年
１
月
末

現
在
の
隊
員
数
は
26
名
（
う

ち
、
王
小
校
区
６
名
、
北
小

校
区
８
名
、
南
小
校
区
12

名
）、
平
均
年
齢
は
75
・
５

歳
で
、
新
規
加
入
者
も
少
な

く
高
齢
化
が
進
み
、
部
団

や
班
の
数
に
比
べ
、
隊
員
数

が
少
な
い
。
平
成
30
年
度
の

活
動
実
績
は
、
活
動
日
数

６
０
３
日
、
活
動
人
数
、
延

べ
５
，
２
５
８
人
。
募
集
方

法
は
、
広
報
紙
で
の
募
集
や

坂下 早苗 議員
（公明党）

小山 郁子 議員
（日本共産党）

鎌倉 文枝 議員
（無所属）

力
が
求
め
ら
れ
る
。
王
寺

町
で
は
①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
ど
の
よ
う
に
展

開
す
る
の
か
②
ど
の
教
科

で
行
う
の
か
③
国
は
一
人
一

台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末

の
整
備
を
目
指
し
て
い
る

が
、
本
町
は
ど
う
さ
れ
る

の
か
④
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
環
境
整
備
は
⑤
教
員

の
為
の
取
組
み
等
を
伺
う
。

介
護
保
険
料
に
つ
い

て
、
王
寺
町
は
保
険

料
の
段
階
が

１７
段
階
に
区

分
さ
れ
、
近
隣
自
治
体
の
中

で
は
最
も
き
め
細
や
か
な
区

分
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

低
所
得
者
の
所
得
に
対
す
る

保
険
料
の
割
合
が
高
所
得
者

よ
り
多
く
生
活
を
圧
迫
し
て

い
る
。
第
１
段
階
で
は
所
得

に
対
す
る
保
険
料
の
割
合
は

３・４
％
、第

１７
段
階
で
は
０・

77
％
と
な
り
、
第
１
段
階
は

第
１７
段
階
の
４・
４
倍
に
な

る
。
今
年
は
第
８
期
王
寺
町

住
民
福
祉
部
長　

介

護
保
険
制
度
の
持
続

可
能
性
の
確
保
、
ま
す
ま
す

増
え
る
で
あ
ろ
う
保
険
給
付

を
考
え
る
と
、
保
険
料
を
ど

の
段
階
で
も
減
額
す
る
こ
と

は
、
極
め
て
困
難
で
あ
り
、

介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高

齢
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

が
開
催
さ
れ
る
。
低
所
得
者

の
所
得
に
対
す
る
保
険
料
の

割
合
を
第
７
期
よ
り
軽
減
す

る
保
険
料
に
改
定
す
べ
き
で

あ
る
。
町
長
の
お
考
え
を
尋

ね
る
。

に
多
発
し
て
い
る
中
、
更

な
る
通
学
路
の
安
全
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

現
在
の
「
緑
の
お
じ
さ
ん
」

の
状
況
と
し
て
、
隊
員
数
、

募
集
方
法
、
活
動
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
隊
員
の
口

コ
ミ
や
勧
誘
等
が
あ
る
。
今

後
、
緑
の
お
じ
さ
ん
や
関
係

団
体
の
意
見
を
聴
き
、
緑

の
お
じ
さ
ん
の
活
動
に
つ
い

て
、
多
様
な
人
材
を
募
る
こ

と
な
ど
も
含
め
、
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
の
見
守
り
方
を

検
討
す
る
。

【
要
望
】
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
見
守
る
た
め
に
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
検
討
を
。

【
要
望
】
合
計
特
殊
出
生
率

２・
１
は
是
非
と
も
達
成
し

た
い
目
標
で
す
。
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
他
に

も
様
々
な
妊
婦
支
援
策
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
妊
婦
さ

ん
に
と
っ
て
本
当
に
有
効
な

支
援
策
を
打
ち
出
せ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
行
政
と
議

会
と
が
力
を
合
わ
せ
て
努

力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

応
分
の
負
担
を
求
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
健
康
寿
命
を

延
ば
し
、
健
康
で
、
自
立
し

た
高
齢
者
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
一
層
の
介
護

予
防
事
業
に
取
り
組
む
。

南元町1丁目地内交差点



133

■
令
和
２
年
５
月
15
日
発
行

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

　親殿神社は、中世の武士団片岡氏が文明年間（西
暦 1469 年～ 1487 年）に春日若宮社の神を勧

かんじょう

請し
て祀ったのが始まりといわれています。
　片岡道春が親殿と名付け、氏神として崇敬したと
されています。
　親殿神社は、中村と池の原の氏神で、拝殿にはた
くさんの絵馬が奉納されています。

　舟戸神社は、舟戸地区の氏神としてお祀りされてお
り、道祖神と同じように道路や川そして、旅人を守る
ため舟戸の人たちがお祀りした神様です。
　本殿は一間社流造で、拝殿には多数の絵馬が奉
納されています。
　舟戸神社は、西安寺というお寺の遺跡にもあたっ
ており発掘調査がすすめられております。

王寺町本町2丁目39番

王寺町舟戸２丁目４１８９番舟戸神社

親殿神社

王寺町内の神社巡り
舟戸神社

親殿神社

N

▶ 其の二 ◀

※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、マスクを着用し、十分な間隔を空ける等、周囲への配慮をお願いします。




